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米国の個人消費支出価格指数について

図表３ 日本の場合（参考）
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民間最終消費支出ﾃﾞﾌﾚｰﾀ

CPI（除く生鮮食品）伸び率

・ＦＲＢが着目しているとして注目される個人消費支出価格指数（以下 ＰＣＥ価格指数）は、ＧＤＰを
　構成する個人消費支出（Personal consumption expenditures ）のデフレータを指す。

・代表的な価格指数としては他に消費者物価指数（以下 ＣＰＩ）があるが、指数の計算方法に違いが
　ある。ＣＰＩは基準年のウエイトを用いるラスパイレス指数であるため、低価格品への代替効果が
　反映されず上方バイアスが生じる。これに対してＰＣＥ価格指数はラスパイレス指数とパーシェ
　指数の幾何平均の連鎖指数を用いているため、バイアスが生じにくい。

・この違いの結果、ＣＰＩはＰＣＥ価格指数よりも高い伸び率となっている。日本についても民間最終
　消費のデフレータの伸び率はＣＰＩの伸び率よりも概して低い。

図表１　米国のＰＣＥ価格指数とＣＰＩの推移
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図表２　ＰＣＥ価格指数とＣＰＩの主な違い
（前年比、％）

（前年比、％）

（四半期）
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ＣＰＩ ＰＣＥ価格指数

計算
方法

ラスパイレス指数
→代替効果が反映さ
れないため上方バイ
アスが生じる

ラスパイレス指数
とパーシェ指数と
の幾何平均
ウエイトの基準年
は毎年更新される
（連鎖指数）

対象
消費者が直接的に
支払う消費支出

保険制度による医
療費の負担など間
接的な支払いをも
含む含む
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